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新年度の始まりにあたって ―開校９５周年を迎えて― 

                                        校長 石川 亜由美 

ひとあし早く満開になった桜が辺りをピンク色に

染め、子供たちの入学と進級をお祝いしているよう

です。保護者の皆様、お子さんのご入学、ご進級お

めでとうございます。お子さんたちは、新しい友達と

の出会い、新しい先生との出会い、新しい学習や活

動との出会いに、大きな期待と希望、そして、もしか

したら少しの不安をもって、始業式の日を迎えたこと

と思います。 

本校では、去る３月２５日に第９４回卒業式を行

い、７７名の卒業生が巣立っていきました。式の中で、

私は、「命の尊さ」と「社会の中での自分の役割と

責任」について話しました。「自分の役割と責任」を

見付けることはすぐにはできないことだと思います。

しかし、卒業生一人一人が、自分の命も他の人の

命も大切に、また、尊重し、小学校生活で学んだこと

を土台に、ときに立ち止まることがあってもたくましく、

自分の人生を切り拓いていくことと期待しています。 

そして、本日、９４名の１年生が入学し、全校児童

59６名で、令和７年度が始まりました。学級数は、全

２１（通常の学級１９、いずみ学級２）学級です。 

始業式を迎える前の先週末、新６年生が登校し、

各教室の机・椅子を運んだり、入学式場となる体育

館を整えたり、１年生の教室をきれいに飾ったりし、

新年度の準備をしました。机・椅子の移動が多く大

変な仕事ではありましたが、学校のために気持ちよ

く働く姿、互いに声をかけ合い協力する姿、そして明

るく挨拶する姿から、最高学年として、富谷小学校

を支え、リードする存在に育っていくことと楽しみに

なりました。  

 

 

 

この６年生をリーダーとして、教職員一同、次のと 

おり、「子供主体の学校づくり」を進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の教育目標の実現に向けて、子供たち一人

一人が個性や能力、「ちがい」を生かし合って協力

する学校、困難にも挑戦し、本気になって取り組む

学校、そして、子供たち自身が自分の成長を実感で

きる学校づくりに全力で取り組みます。 

また、本校は、今年度、開校９５周年を迎えます。

「つながり」をテーマに、子供たち同士のつながり、

保護者や地域の方々とのつながり、同窓会の皆様

とのつながりを大事に、子供たちと共に記念行事を

創造していきたいと考えています。 

保護者の皆様、地域の皆様のご理解とご協力、

ご支援を今年度もよろしくお願いいたします。 

 

渋谷区立 

富谷小 

学校通信 

保護者の皆様へ 

どのような活動を進める際にも、子供たちが

安心して学校に通えることが大前提となります。

そして、家庭と学校とが手を取り合い、同じ方向

を向いて子供たちの成長を支えていきたいと考

えています。どのようなことでも、躊躇せず、遠慮

なくご相談ください。 

富谷小学校ホームページ 

子供たちの学校生活の様子や 

学校からの情報を日々更新してい 

きます。ぜひご愛読ください。 

〈学校の教育目標〉 

◎よく考える子（令和７年度の重点目標）  

〇やさしい子  

〇たくましい子    

〈合言葉〉 

ともだちいっぱい みりょくいっぱい  

がんばりいっぱい やさしさいっぱい  

富谷小だよりの配信について 

この「富谷小だより」は、５月号からは Home

＆School への配信になります。翌月号を月末に

配信しますので、必ずご確認ください。 

なお、紙面での配布を希望される場合は、職

員室（副校長）にお声かけください。 


